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著
者
は
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事
件
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で

あ
る
。
盧
溝
橋
事
件
は
著
者
の
最
初
の
学
術
論
文
の
主
題
で
あ
り
、
著
書

　
『
日
中
戦
争
史
』
（
一
九
六
｝
年
）
に
収
め
ら
れ
た
。
同
書
に
「
序
」
を
寄

せ
た
信
夫
清
三
郎
氏
は
、
「
精
密
な
資
料
調
査
と
厳
格
な
資
料
批
判
に
も
と

づ
い
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
昭
和
の
戦
争
史
に
は
じ
め
て
科
学
の
光
を
あ
て

た
も
の
で
あ
る
。
今
後
い
か
な
る
昭
和
政
治
史
の
研
究
も
本
書
を
と
お
ら
な

く
て
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
絶
賛
し
た
。
と
く
に
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
清

水
節
郎
手
記
を
中
心
と
し
て
溝
成
さ
れ
た
盧
溝
橋
事
件
に
関
す
る
記
述
は
、

以
後
の
研
究
の
基
準
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
も
著
者
は
盧
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
論
文
や
エ
ッ
セ
イ

を
発
表
し
て
き
た
が
、
著
者
に
と
っ
て
、
と
い
う
よ
り
は
広
く
研
究
者
に
と

っ
て
、
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
は
中
国
側
の
資
料
が
十
分
に
確
保
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
｝
九
八
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
五
十
周
年
前
後
か

、
ら
、
中
国
で
公
私
に
わ
た
る
関
係
資
料
の
公
開
が
は
じ
ま
り
、
台
湾
で
も
資

料
の
公
開
が
す
す
ん
だ
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
の
中
国
・
台
湾
の
文
献
を
博
捜
し
、
日
本
の
そ
の
後
の
研

究
・
資
料
に
も
広
く
目
を
く
ば
り
、
九
三
年
に
は
盧
溝
橋
周
辺
の
実
地
踏
査

を
お
こ
な
っ
て
、
本
書
に
集
成
し
た
。
著
者
が
「
本
書
で
扱
っ
た
主
要
な
参

考
文
献
」
は
、
日
本
側
公
式
資
料
一
五
、
日
本
側
当
事
者
の
手
記
・
回
想
二

六
、
中
国
側
公
式
資
料
九
、
中
国
側
当
事
者
の
手
記
・
回
想
～
四
、
牟
田
口

連
隊
関
係
者
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・
書
簡
二
一
、
そ
の
他
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・
書
簡

四
一
を
数
え
、
さ
ら
に
日
中
双
方
の
関
係
者
の
著
書
、
研
究
書
、
一
般
書
、

研
究
論
文
を
網
羅
し
て
い
る
。
研
究
史
に
確
固
と
し
た
地
歩
を
刻
ん
だ
デ
ビ

ュ
ー
作
か
ら
三
六
年
を
へ
て
、
あ
た
か
も
事
件
六
〇
周
年
の
年
に
、
こ
の
よ

う
な
大
著
を
世
に
問
う
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
事
件
へ
の
著
者
の
こ
だ
わ
り
、

執
着
、
情
熱
の
ほ
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
主
題
は
盧
溝
橋
事
件
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
満
州
事
変

以
降
の
前
史
と
三
七
年
七
月
末
前
後
に
い
た
る
事
件
の
処
理
過
程
が
考
察
の

対
象
と
な
さ
れ
て
い
る
。

　
前
史
部
分
に
は
第
一
～
三
章
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
「
第
｝
章
　
日
本
の

華
北
進
出
」
ぱ
六
節
か
ら
構
成
さ
れ
、
＝
　
九
・
一
八
か
ら
七
・
七
ま
で
」

で
は
、
三
五
年
以
降
の
華
北
分
離
工
作
に
つ
い
て
日
本
の
政
策
ア
ク
タ
ー
へ

の
観
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
外
政
策
を
主
導
し
た
の
は
軍
部
で
あ
る
が
、

軍
部
は
一
枚
岩
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
参
謀
本
部
支
部
課
出
身
者
お
よ
び

関
東
軍
が
中
国
本
部
進
出
を
牽
引
し
、
石
原
莞
爾
ら
の
政
策
転
換
の
試
み
を

圧
し
た
。

　
「
二
　
梅
津
・
何
応
需
協
定
」
は
、
同
協
定
お
よ
び
土
肥
原
・
秦
徳
純
協

定
を
「
華
北
分
離
工
作
の
本
格
的
な
第
一
歩
」
と
し
、
「
関
東
軍
を
中
心
に

出
先
関
係
者
に
よ
る
長
期
的
展
望
を
ふ
く
む
か
な
り
周
到
な
共
同
謀
議
と
、

軍
中
央
部
の
原
則
的
了
解
を
固
め
た
上
で
発
動
し
」
、
軍
部
が
「
ほ
ぼ
一
枚

岩
の
結
束
で
臨
ん
だ
」
も
の
と
と
ら
え
、
こ
れ
に
対
し
「
中
国
側
は
迅
速
で
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整
然
と
し
た
退
却
ぶ
り
を
見
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
三
　
翼
察
・
重
心
政
権
の
誕
生
」
は
、
華
北
五
感
に
「
中
央
政
権
か
ら

独
立
し
た
親
日
塊
総
政
権
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
陸
軍
の
大
型
謀
略
工
作
」

が
、
国
民
政
府
の
幣
制
改
革
を
軸
と
す
る
抵
抗
に
あ
い
、
結
局
両
政
権
の
樹

立
に
倭
少
化
す
る
過
程
を
述
べ
る
。
な
お
著
者
が
両
協
定
締
結
を
「
第
一
次

華
北
分
離
工
作
」
、
両
政
権
樹
立
を
「
第
二
次
華
北
分
離
工
作
」
と
区
分
す

る
の
は
、
評
者
に
は
初
見
に
属
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
区
分
が
必
要
か
、
む

し
ろ
一
連
の
動
き
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
疑
問
が
残
る
。

　
「
四
　
川
越
・
張
群
交
渉
」
で
は
、
日
中
戦
争
前
に
お
け
る
最
後
の
外
交

交
渉
で
あ
る
同
交
渉
お
よ
び
繧
遠
事
件
を
述
べ
、
「
五
　
中
国
再
認
識
論
の

台
頭
」
で
は
、
石
原
莞
爾
に
よ
る
政
策
転
換
の
試
み
と
佐
藤
外
交
を
と
り
あ

げ
る
が
、
研
究
史
上
の
一
争
点
で
あ
る
佐
藤
外
交
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

「
具
体
化
の
段
階
で
袋
小
路
に
追
い
こ
ま
れ
立
往
生
し
た
公
算
が
高
い
」
と

い
う
の
が
著
者
の
判
断
で
あ
る
。
「
六
　
『
擬
外
出
へ
向
う
中
国
」
は
、
三
五

年
か
ら
西
安
事
件
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
い
た
る
中
国
の
対
日
政
策
の
展
開

を
あ
と
づ
け
る
。

　
「
第
二
章
　
虚
溝
橋
事
件
前
夜
（
上
と
は
五
節
か
ら
構
成
さ
れ
、
事
件

直
前
の
時
期
の
現
地
情
勢
を
主
に
臼
本
側
に
つ
い
て
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
　
陸
軍
の
対
中
国
戦
備
」
で
は
、
帝
国
国
防
方
針
、
年
度
作
戦
計
画
、

対
ソ
戦
準
備
問
題
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
「
二
　
支
那
駐
屯
軍
と
駐
兵
権
」
で

は
、
支
那
駐
屯
軍
に
つ
い
て
三
六
年
四
月
の
増
強
問
題
を
中
心
に
説
明
が
な

さ
れ
る
。
「
華
北
問
題
の
処
理
を
支
那
駐
屯
軍
に
専
任
さ
せ
、
関
東
軍
の
介

入
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
中
央
の
狙
い
は
必
ず
し
も
達
せ
ら
れ
」
ず
、
「
中

国
側
は
か
え
っ
て
武
力
に
よ
る
明
示
的
威
嚇
と
受
け
止
め
」
た
と
い
う
指
摘

は
的
確
で
あ
る
。
な
お
義
和
団
事
件
に
つ
い
て
、
日
本
は
「
他
の
一
〇
国
国

と
共
同
で
…
…
出
兵
」
は
、
七
力
国
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

　
「
三
　
第
三
大
隊
と
演
習
」
は
、
盧
溝
橋
事
件
の
主
役
と
舞
台
に
つ
い
て
、

ひ
と
き
わ
著
者
な
ら
で
は
と
感
じ
入
ら
せ
る
刻
明
な
記
述
が
な
さ
れ
る
。
著

者
は
問
題
の
演
習
は
「
合
法
的
」
で
は
あ
っ
た
が
、
「
正
当
性
」
の
「
問
題

は
残
っ
た
」
と
評
す
る
。
「
四
　
嵐
の
前
の
静
け
さ
」
は
、
事
件
直
前
の
時

期
の
日
中
間
の
諸
紛
争
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
第
二
次
豊
台
事
件
に
つ
い

て
は
、
盧
溝
橋
事
件
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
、
今
少
し
詳
論
さ
れ
て

も
と
い
う
感
が
す
る
。
「
五
　
乱
れ
飛
ぶ
流
言
」
は
事
件
前
後
の
さ
ま
ざ
ま

な
流
醤
を
考
察
す
る
。

　
な
お
本
章
以
降
、
第
八
中
隊
幹
部
の
集
合
写
真
、
第
二
次
豊
台
事
件
の

「
謝
罪
式
」
の
写
真
な
ど
、
研
究
書
と
し
て
は
お
そ
ら
く
初
出
の
珍
し
い
映

像
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
、
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
写

真
の
出
所
を
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
「
第
三
章
　
盧
溝
橋
事
件
前
夜
（
下
）
」
は
前
章
に
対
応
す
る
中
国
側
の

動
き
と
地
名
・
文
献
に
関
す
る
七
節
か
ら
な
る
。
「
一
　
中
国
の
対
日
戦
備
」

は
、
中
国
軍
の
組
織
・
装
備
・
士
気
・
作
戦
な
ど
を
総
合
的
に
考
察
す
る
。

間
然
と
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
記
述
で
あ
る
が
、
「
文
盲
章
」
は
近
年
は
「
識

字
率
」
で
表
す
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
よ
う
。
「
二
　
翼
翼
政
権
と
宋
哲
元
」

は
、
中
国
側
の
主
役
で
あ
る
宋
の
変
転
・
遊
泳
ぶ
り
が
描
か
れ
る
。
「
三

品
溝
橋
の
第
二
十
九
軍
」
は
、
当
事
者
の
第
二
十
九
軍
の
戦
力
・
戦
備
を
述

べ
、
事
件
が
「
現
場
の
中
国
側
当
事
者
か
ら
見
る
と
、
爆
発
寸
前
の
張
り
つ

め
た
空
気
の
な
か
で
起
き
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
四
　
華
北

の
諸
勢
力
」
は
、
翼
察
政
権
以
外
の
諸
政
治
力
・
軍
事
力
を
考
察
し
、
「
五

中
国
共
産
党
と
救
国
運
動
」
は
、
主
題
を
詳
論
し
て
、
と
く
に
中
共
党
北
方

局
書
記
劉
少
奇
の
役
割
に
注
目
す
る
。
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自書

　
「
六
　
地
名
考
」
は
、
盧
溝
橋
・
宛
平
県
城
な
ど
事
件
に
関
連
す
る
重
要

地
名
を
解
説
し
、
「
七
　
主
要
参
考
文
献
と
解
題
」
は
、
す
で
に
紹
介
し
た

日
中
の
文
献
を
網
羅
し
て
二
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。

2

　
「
第
四
章
　
七
月
七
日
置
の
現
場
」
以
降
が
本
書
の
主
題
で
あ
っ
て
、
こ

の
章
は
一
〇
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
記
述
は
＝
　
　
第
八
中
隊
、
演
習
地

へ
」
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
が
、
『
北
平
ニ
ュ
ー
ス
』
に
よ
り
七
月
七
日
～
一

〇
日
の
北
平
の
気
象
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
に
、
著
者
一
流
の
精
密
さ
が

示
さ
れ
て
い
る
。
「
二
　
夜
間
演
習
」
は
、
七
月
七
ヨ
夜
二
三
時
四
〇
分
頃

最
初
の
銃
撃
に
翌
る
ま
で
の
第
八
中
隊
の
演
習
状
況
を
確
認
す
る
。
「
三

『
第
一
発
』
の
検
証
」
、
「
四
　
志
村
二
等
兵
の
失
踪
」
は
、
衝
突
の
引
き
金

と
な
っ
た
二
つ
の
事
件
を
そ
れ
ぞ
れ
検
証
す
る
。
二
五
　
大
隊
主
力
の
出
動
］

は
、
清
水
第
八
中
隊
長
か
ら
伝
令
に
よ
る
報
告
に
接
し
た
肴
台
の
一
木
第
三

大
隊
長
が
、
北
平
の
牟
田
口
第
一
連
隊
長
の
指
示
の
も
と
に
、
大
隊
主
力
を

盧
溝
橋
へ
出
動
さ
せ
た
経
過
を
述
べ
る
。
本
節
の
疑
問
は
、
大
隊
出
動
を
決

意
し
た
～
木
の
判
断
な
い
し
動
機
・
目
的
に
つ
い
て
、
な
ぜ
か
著
者
が
触
れ

な
い
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　
「
六
　
失
敗
し
た
捕
虜
獲
得
行
」
は
、
八
日
の
払
暁
攻
撃
の
直
接
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
午
前
三
時
二
五
分
の
銃
声
に
か
か
わ
る
日
本
軍
側
の
動
き
に

触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
七
　
盧
溝
橋
の
中
国
軍
は
」
は
、
こ
の
聞
の
現
場

申
国
軍
の
動
静
を
中
国
側
の
証
雷
・
回
想
に
よ
り
検
討
す
る
。
「
八
　
疑
問

点
の
四
例
」
は
、
従
来
の
研
究
か
ら
四
例
の
疑
問
点
を
と
り
あ
げ
、
第
八
中

隊
の
仮
設
敵
が
実
弾
を
射
っ
た
可
能
性
は
な
い
こ
と
、
志
村
二
等
兵
の
「
行

方
不
明
」
は
故
意
で
は
な
い
こ
と
、
志
村
発
見
の
報
告
が
遅
れ
た
の
は
故
意

で
は
な
く
失
策
で
あ
る
こ
と
と
い
う
見
解
を
述
べ
、
最
初
の
銃
撃
が
中
國
軍

に
よ
る
と
す
る
説
を
「
根
も
葉
も
な
い
」
と
み
る
中
国
側
の
見
解
は
「
公
正

で
は
な
い
」
と
す
る
。

　
「
九
　
発
砲
者
を
探
索
す
る
（
上
と
、
「
一
〇
　
発
砲
者
を
探
索
す
る

（
下
）
」
は
、
著
者
が
『
日
中
戦
争
史
隔
以
来
も
っ
と
も
深
く
こ
だ
わ
っ
て

き
た
主
題
で
あ
り
、
著
者
に
と
っ
て
は
本
書
の
核
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
探
索
は
詳
細
を
き
わ
め
る
が
、
著
者
の
結
論
の
み
を
紹
介
す
る
と
、

「
第
二
十
九
軍
の
兵
士
た
ち
に
よ
る
偶
発
的
射
撃
」
で
あ
り
、
そ
の
最
有
力

の
根
拠
は
一
九
八
六
年
に
公
表
さ
れ
た
中
国
側
の
現
場
指
揮
官
金
振
中
の
回

想
記
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
評
者
も
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
一
人
で
あ
る
。

　
「
第
五
章
　
七
月
七
日
深
夜
の
現
場
周
辺
」
は
七
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

コ
　
特
務
機
関
の
交
渉
」
で
は
、
北
平
特
務
機
関
を
軸
と
す
る
日
離
間
の

交
渉
経
過
を
述
べ
る
。
「
二
　
牟
田
口
連
隊
長
の
判
断
」
は
牟
田
口
の
判
断

の
変
転
ぶ
り
を
追
求
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
牟
田
口
の
】
木
に
た
い
す
る

「
薩
長
を
呼
び
出
し
交
渉
」
せ
よ
と
い
う
最
初
の
指
示
が
「
何
を
指
す
か
必

ず
し
も
明
瞭
で
な
い
が
」
、
三
八
年
の
傘
田
口
回
想
か
ら
、
兵
行
方
不
明
よ

り
も
「
不
法
発
砲
」
の
「
貴
任
追
及
に
重
点
を
置
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
」
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
先
述
の
～
木
の
判
断
の
問
題
と
合
わ
せ
、

後
で
検
討
し
た
い
。

　
「
三
　
暁
の
攻
撃
発
動
」
は
、
八
日
午
前
三
時
二
五
分
の
第
二
回
銃
声
か

ら
早
暁
の
武
力
衝
突
に
い
た
る
過
程
を
述
べ
る
。
評
者
は
「
第
～
発
」
問
題

や
兵
行
方
不
明
問
題
を
決
し
て
軽
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
七
月
八
日
朝

の
日
中
間
の
戦
闘
に
つ
い
て
「
厳
密
に
は
こ
れ
こ
そ
が
盧
溝
橋
事
件
で
あ

る
」
（
江
口
『
盧
溝
橋
事
件
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
八
八
年
）
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
本
節
の
記
述
が
四
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ペ
ー
ジ
あ
ま
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
「
第
一
発
」
問
題
に
費
や
さ
れ

た
紙
幅
に
く
ら
べ
、
淡
泊
に
す
ぎ
る
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
。

　
「
四
　
支
那
駐
屯
軍
の
対
応
」
は
、
同
軍
司
令
部
の
対
応
ぶ
り
を
追
求
し
、

「
五
　
東
京
裁
判
の
秦
徳
純
証
言
」
は
、
中
国
側
の
多
く
が
依
拠
し
て
い
る

引
証
醤
の
疑
問
点
を
追
求
す
る
。
「
六
　
中
国
軍
の
応
戦
」
で
は
著
者
は
、

行
方
不
明
の
志
村
発
見
の
時
点
で
一
木
が
「
豊
台
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決

し
て
い
た
ら
、
事
態
は
そ
れ
で
収
束
し
て
い
た
に
違
い
な
い
」
と
す
る
安
井

三
吉
氏
の
所
論
（
『
盧
溝
橋
事
件
』
申
文
出
版
、
一
九
九
三
年
）
や
、
「
牟
田

口
、
～
木
こ
そ
盧
溝
橋
事
件
拡
大
の
元
凶
と
み
な
す
所
論
」
（
明
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
評
者
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
）
を
引
き
あ
い
に
だ
し
、

「
日
本
陸
軍
の
現
場
指
揮
官
と
い
う
枠
を
考
慮
す
れ
ば
」
、
「
連
隊
長
の
処
置

は
そ
う
非
難
す
る
程
で
も
あ
る
ま
い
」
、
「
大
隊
長
の
応
戦
に
関
す
る
決
意
を

認
め
ぬ
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
橋
本
支
那
駐
屯
軍
参
謀
長
・
河
辺

旅
団
長
の
「
所
感
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
こ
の
点
で

評
者
は
著
者
と
評
価
を
大
い
に
異
と
す
る
。
「
七
　
検
証
」
は
、
七
日
深
夜

か
ら
八
日
早
朝
に
か
け
て
の
中
国
側
の
動
き
に
関
す
る
証
言
の
矛
盾
や
混
乱

の
理
由
を
検
討
す
る
。

　
「
第
六
章
　
七
月
八
日
－
十
一
日
の
現
地
情
勢
」
は
八
節
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
＝
　
　
城
内
の
交
渉
（
七
月
八
日
と
、
「
二
　
七
月
八
日
の
戦
況
」
、
「
三

停
戦
協
議
（
七
月
九
日
）
」
、
「
四
　
保
安
隊
の
受
難
」
、
「
五
　
竜
王
廟
の
夜

襲
（
七
月
十
日
）
」
、
「
六
　
現
地
停
戦
協
定
の
成
立
」
は
、
七
月
八
日
か
ら

十
｝
日
の
現
地
停
戦
協
定
の
成
立
に
い
た
る
間
の
、
支
那
駐
屯
軍
司
令
部
・

北
平
特
務
機
関
対
白
州
政
権
お
よ
び
現
地
日
中
両
軍
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ

た
錯
雑
な
戦
闘
・
停
戦
・
抗
争
・
妥
協
の
過
程
を
入
念
か
つ
明
快
に
解
析
し

て
、
ほ
と
ん
ど
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
「
七
　
関
東
軍
の
圧
力
」
は
、
か
ね

て
華
北
問
題
に
強
硬
方
針
を
と
っ
て
い
た
関
東
軍
が
、
盧
溝
橋
事
件
を
好
機

と
し
て
開
始
し
た
積
極
的
行
動
を
追
跡
し
て
い
る
。

　
「
八
　
総
括
」
は
、
七
月
八
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
の
現
地
軍
の
対
応

を
総
合
的
に
観
察
す
る
。
そ
の
記
述
で
著
者
は
、
牟
田
口
・
～
木
の
判
断
・

対
応
ぶ
り
を
改
め
て
取
り
上
げ
、
評
者
が
七
月
八
日
の
戦
闘
は
両
者
の
「
メ

ン
ツ
の
た
め
に
、
も
っ
と
端
的
に
い
え
ば
か
れ
ら
の
腹
い
せ
の
た
め
」
し
か

け
た
攻
撃
で
あ
り
（
江
口
『
盧
溝
橋
事
件
』
）
、
二
人
の
「
浅
慮
が
戦
争
を
発

火
さ
せ
た
」
（
江
口
『
十
五
年
戦
争
小
史
』
）
と
「
警
め
て
い
る
」
こ
と
を
批

判
し
、
「
軍
の
威
信
や
メ
ン
ツ
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
ど
こ
の
国
で
も
あ
り
ふ

れ
た
職
業
軍
人
の
本
能
で
あ
り
、
彼
ら
に
一
方
的
な
自
制
を
求
め
る
の
は
酷

に
す
ぎ
よ
う
」
と
述
べ
る
。
こ
の
評
価
の
対
立
に
つ
い
て
は
後
で
と
り
あ
げ

た
い
。

3

　
「
第
七
章
　
華
北
派
兵
へ
の
道
程
」
以
降
は
事
件
の
処
理
過
程
の
考
察
で

あ
り
、
こ
の
章
は
八
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
「
～
　
七
月
八
日
目
陸
軍
中
央

部
」
は
、
七
月
十
｝
田
に
停
戦
協
定
が
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
全

面
戦
争
の
危
地
に
旋
回
し
て
い
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
現
地
ま
か
せ
の
ス
タ

ン
ス
を
と
っ
て
い
た
東
京
と
南
京
が
…
…
大
兵
力
を
動
員
す
る
介
入
策
に
踏

み
切
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
概
括
し
た
う
え
、
陸
軍
中
央
の
拡
大
派
・
不
拡

大
派
の
対
立
問
題
に
入
る
。
「
二
　
派
兵
内
定
を
め
ぐ
る
陸
軍
の
内
情
」
は
、

大
規
模
派
兵
決
定
に
い
た
る
陸
軍
中
央
の
内
情
と
く
に
石
原
莞
爾
の
心
境
を

検
討
す
る
。
「
三
　
拡
大
を
予
期
し
た
海
軍
」
は
、
＝
枚
岩
の
海
軍
は
全
面

戦
争
へ
の
突
入
を
見
越
し
て
、
い
ち
早
く
整
然
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
」
ん

だ
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
四
　
形
ば
か
り
の
外
交
交
渉
」
は
、
交
渉
が
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評書

南
京
の
日
高
参
事
窟
と
中
国
外
交
部
と
の
数
回
の
形
式
的
な
や
り
と
り
で
終

わ
っ
た
こ
と
、
こ
の
間
の
広
田
外
相
の
無
力
ぶ
り
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
「
五
　
華
北
派
兵
を
決
す
」
は
、
七
月
十
一
日
の
派
兵
決
定
に
い
た
る
過

程
を
述
べ
、
こ
の
決
定
の
責
任
は
「
近
衛
首
相
を
ふ
く
む
内
閣
が
負
う
べ
き

で
あ
」
る
が
、
「
責
任
意
識
は
希
薄
で
、
む
し
ろ
被
害
者
意
識
の
ほ
う
が
強

い
」
と
指
摘
す
る
。
「
六
　
派
兵
声
明
の
波
及
効
果
」
は
、
そ
れ
が
「
国
民

の
戦
争
熱
を
煽
」
り
、
現
地
停
戦
協
定
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
状
況
を
述

べ
る
。
「
七
　
『
北
上
漏
す
る
中
央
軍
」
は
、
こ
の
間
の
国
民
政
府
の
紺
応
と

中
国
軍
の
北
上
の
実
状
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
八
　
中
国
共
産
党
の
通
電
」

は
、
し
ば
し
ば
中
共
謀
略
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
七
月
八
日
付
け
の
中
共
通
電

を
検
討
し
、
八
厩
の
日
付
は
疑
問
で
あ
る
と
す
る
。

　
「
第
八
章
　
拡
大
か
不
拡
大
か
　
　
日
本
側
－
一
九
三
七
年
七
月
末
ま

で
一
」
は
八
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
「
～
　
天
皇
と
近
衛
首
相
」
は
、
昭

和
天
皇
が
「
対
支
譲
歩
と
不
拡
大
論
を
支
持
す
る
」
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
近
衛
の
「
ピ
ン
ト
外
れ
の
情
勢
分
析
や
、
度
を
越
し
た
楽
天
性
と
責
任

感
覚
の
欠
如
」
の
ほ
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
一
　
外
務
省
と
広
田
外
相
」

は
、
広
田
の
「
い
さ
さ
か
虚
無
的
で
投
げ
や
り
と
も
と
れ
る
無
気
力
な
姿

勢
」
を
描
く
。
「
三
　
陸
軍
中
央
部
」
は
、
七
月
十
一
日
派
兵
声
明
か
ら
二

十
七
日
の
平
津
総
攻
撃
発
動
に
い
た
る
陸
軍
中
央
の
曲
折
し
た
動
き
を
追
求

す
る
。
「
四
　
現
地
軍
（
上
）
1
－
一
対
峙
」
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
頃
に
い
た
る
現
地
軍
の
動
き
を
検
討
し
、
と
く
に
新
任
の
香
月
支
那
駐
屯

軍
司
令
官
の
変
転
ぶ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
五
　
現
地
軍
（
下
）

一
通
州
事
件
ま
で
」
は
、
郎
坊
事
件
、
広
安
門
事
件
、
南
苑
総
攻
撃
、
宛

平
県
城
の
攻
略
、
通
帖
事
件
、
天
津
の
戦
闘
を
あ
と
づ
け
る
。
「
六
　
海
軍

の
硬
論
と
軟
論
」
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
第
二
次
上
海
事
変
勃
発
に
い
た
る

海
軍
の
動
向
を
分
析
す
る
。
「
七
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
世
論
」
は
、
各
紙
の

社
説
と
大
み
だ
し
・
美
談
の
落
差
は
あ
る
も
の
の
、
陸
軍
の
拡
大
派
を
満
足

さ
せ
る
よ
う
な
世
論
形
成
が
す
す
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
八
　
総
括
一
拡
大
派
と
不
拡
大
派
」
は
、
両
派
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
総

括
的
観
察
で
あ
る
。
著
者
は
両
派
の
分
布
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
七
月

中
旬
頃
ま
で
保
た
れ
て
い
た
両
派
の
均
衡
は
、
武
藤
作
戦
課
長
と
田
中
軍
事

課
長
と
い
う
五
部
を
横
断
す
る
コ
ン
ビ
の
「
推
進
力
と
、
参
本
の
部
長
会
議

で
石
原
第
一
部
長
を
牽
制
し
た
第
二
部
の
動
き
」
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、
「
田

中
1
1
武
藤
ラ
イ
ン
」
が
「
全
面
戦
争
の
構
え
で
押
し
…
…
初
志
を
達
成
し
た

と
結
論
」
づ
け
て
い
る
。
つ
い
で
著
者
は
不
拡
大
派
の
石
原
が
「
な
ぜ
自
身

の
理
念
と
相
容
れ
な
い
は
ず
の
派
兵
を
簡
単
に
承
知
す
る
に
至
っ
た
の
か
」

を
検
討
し
、
「
な
ま
じ
中
国
の
抗
戦
意
欲
の
高
さ
を
警
戒
し
た
こ
と
が
、
裏

面
に
出
」
た
こ
と
、
「
石
原
も
軍
事
官
僚
機
構
の
な
か
で
は
五
人
い
た
部
長

の
一
人
に
す
ぎ
」
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

井
上
寿
一
氏
は
『
危
機
の
な
か
の
協
調
外
交
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四

年
）
で
「
石
原
は
華
北
五
戸
を
対
象
と
す
る
こ
れ
以
上
の
分
離
工
作
の
拡
大

に
は
反
対
し
た
も
の
の
、
南
東
政
権
に
端
的
に
示
さ
れ
る
華
北
に
お
け
る
既

成
事
実
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
温
存
し
、
撤
回
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
満
州
国
第
㎝
主
義
鐸
不
拡
大
論
が
華
北
分
離
論
1
1
拡
大
論
と

「
通
況
し
て
い
た
」
こ
と
は
無
視
し
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
江
口

「
日
本
の
侵
略
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
講
座
世
界
史
6
必
死
の
代
案
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
。

　
「
第
九
章
　
拡
大
か
不
拡
大
か
！
中
国
と
列
強
」
は
六
節
か
ら
な
る
。

「
一
　
国
民
政
府
と
鷹
山
声
明
」
は
、
蒋
介
石
の
「
最
後
の
関
頭
声
明
」
を

分
析
し
、
蒋
が
華
北
決
戦
を
避
け
、
主
戦
場
を
上
海
へ
誘
致
す
る
戦
略
を
と
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つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
二
　
動
揺
す
る
楽
器
政
権
」
は
、
抗
戦
を

め
ぐ
る
盛
宴
元
の
動
揺
・
曲
折
を
仔
細
に
追
求
す
る
。
「
三
　
謎
の
策
動
と

中
国
共
産
党
」
は
、
今
日
な
お
～
部
で
抱
か
れ
て
い
る
中
共
陰
謀
説
に
根
拠

が
な
く
、
盧
溝
橋
事
件
が
共
産
党
に
と
っ
て
「
予
期
し
な
い
偶
発
事
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
実
に
説
得
的
に
証
明
し
て
い
る
。
「
四
　
沸
騰
す
る
抗
日
世
論
」

は
、
中
国
各
紙
を
検
討
し
、
主
戦
論
の
形
成
過
程
を
述
べ
る
。
「
五
　
国
際

環
境
（
上
）
一
英
米
」
、
「
六
　
国
際
環
境
（
下
）
ー
ソ
独
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
各
国
の
事
件
へ
の
反
応
を
概
括
す
る
。

　
「
お
わ
り
に
」
で
著
者
は
、
盧
溝
橋
事
件
を
局
地
的
に
収
拾
で
き
な
か
っ

た
理
由
に
つ
い
て
、
「
政
策
ア
ク
タ
ー
ご
と
の
意
図
や
判
断
を
比
較
検
討
」

し
、
「
同
じ
争
点
を
日
中
双
方
の
視
角
か
ら
観
察
す
る
手
法
」
に
よ
っ
て
解

明
し
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
「
心
理
的
要
因
」
を
め
ぐ
る
「
相
互

反
応
的
」
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
た
と
述
べ
、
日
中
双
方
の
中
央
と
現
地
の

四
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
「
戦
意
」
「
危
機
感
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
危
機
曲
線
」

を
提
示
し
、
「
戦
争
突
入
に
対
す
る
か
な
り
有
力
で
持
続
的
な
抑
止
力
が
働

い
て
い
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
中
双
方
の
「
不
信
」
「
誤
算
」
の
「
相

乗
効
果
」
に
よ
っ
て
破
絞
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
。

　
巻
末
に
は
、
「
支
那
駐
屯
歩
兵
第
～
聯
隊
第
三
大
隊
戦
闘
詳
報
」
「
黙
認
申

回
想
記
」
な
ど
「
資
料
」
六
篇
、
「
あ
と
が
き
」
、
「
図
表
一
覧
」
、
「
索
引
」

が
付
さ
れ
る
。4

著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、

「
事
の
し
だ
い
を
過
不
足
な
く
」
復
元
す
る
に
は
、
相
手
側
の
言
い
分
と

つ
き
あ
わ
せ
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。
…
…
調
査
と
執
筆
に
さ
い
し
一
切

　
の
政
治
的
・
情
緒
的
配
慮
は
加
え
な
い
こ
と
に
し
た
。

と
書
い
て
い
る
。
相
対
化
と
均
等
化
、
実
証
と
禁
欲
が
本
書
を
貫
く
観
点
で

あ
り
手
法
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
。
著
者
は
「
事
件
自
体
と
直
接
に

連
動
し
た
初
期
の
約
一
二
週
間
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
事
実
経
過
の
復
元
を
果
た

せ
た
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
自
負
に
誤
り
は
な
い
。
日
中
双
方

の
諸
ア
ク
タ
ー
の
動
き
を
、
バ
ラ
ン
ス
を
不
断
に
維
持
し
な
が
ら
、
緻
密
に

解
剖
し
明
快
に
復
元
し
た
本
書
は
、
あ
た
か
も
重
厚
な
細
密
画
を
観
る
感
を

あ
た
え
る
。
と
く
に
．
三
五
の
表
と
一
〇
の
図
は
、
そ
の
多
く
が
本
書
の
実
証

性
の
ほ
ど
を
い
か
ん
な
く
示
す
著
者
の
独
創
的
な
作
業
で
あ
る
。
旧
著
か
ら

三
六
年
を
へ
た
時
点
で
、
著
者
は
さ
ら
に
揺
る
ぎ
の
な
い
基
準
を
提
示
し
た
。

　
評
者
の
本
書
へ
の
疑
問
な
い
し
異
論
の
主
な
も
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

～
つ
は
盧
溝
橋
事
件
そ
の
も
の
の
評
価
で
あ
る
。
評
者
は
事
件
を
次
の
三
つ

の
ス
テ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
。

　
工
　
発
端
　
A
銃
撃
（
第
～
発
）
　
B
兵
行
方
不
明

　
H
　
展
開
　
一
木
大
隊
の
出
動

　
皿
　
帰
結
　
七
月
八
日
早
暁
の
交
戦

　
こ
の
う
ち
著
者
が
も
っ
と
も
関
心
を
集
注
す
る
の
は
一
と
く
に
A
で
あ
る
。

そ
の
結
論
を
評
者
も
支
持
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
一
に
比
べ

る
と
、
本
書
の
∬
の
分
析
は
手
薄
の
感
を
拭
え
な
い
。
前
に
書
い
た
よ
う
に
、

著
者
は
大
隊
出
動
を
決
意
し
た
一
木
の
判
断
・
動
機
・
臼
的
に
触
れ
な
い
。

こ
の
決
意
に
つ
い
て
一
木
は
事
件
一
周
年
の
回
顧
座
談
会
（
『
東
京
朝
日
新

聞
』
）
で
、
「
私
も
射
た
れ
た
と
い
う
だ
け
な
ら
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
が
、
兵

隊
が
～
人
お
ら
ん
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
一
大
事
だ
と
思
い
ま
し
て
、
す

ぐ
警
備
呼
集
を
や
る
決
心
を
と
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
き
わ
め
て
明
快
か

つ
重
大
な
発
言
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
木
に
あ
っ
て
は
問
題
の
発
端
は
一
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評書

B
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
志
村
は
無
事
帰
隊
し
た
。
出
動
の
理
由
も
必
要
性

も
消
滅
し
た
。
し
か
し
一
木
は
「
こ
れ
で
打
ち
切
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
支
那
側
は
何
と
宣
伝
す
る
か
分
か
ら
ぬ
。
…
…
実
弾
射
撃
を
や
れ
ば
日
本

軍
は
演
習
を
や
め
て
逃
げ
て
行
く
と
い
ふ
観
念
を
彼
等
に
与
へ
る
の
は
遺
憾

だ
か
ら
…
…
軍
の
威
信
上
奮
起
し
た
」
。
出
動
の
理
由
・
必
要
性
は
I
A
に

転
化
さ
れ
、
最
初
は
「
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
」
も
の
が
「
不
法
射
撃
」
と
し

て
重
大
化
し
た
。

　
牟
田
口
の
場
合
は
一
木
の
よ
う
に
明
瞭
で
は
な
い
。
著
者
が
三
八
年
の
牟

田
口
回
想
か
ら
B
よ
り
A
に
重
点
を
置
い
て
い
た
と
推
定
し
た
こ
と
は
前
述

し
た
。
し
か
し
八
日
午
前
二
時
二
〇
分
の
牟
田
口
か
ら
松
井
北
平
特
務
機
関

長
へ
の
電
話
で
は
、

　
1
　
行
方
不
明
の
兵
は
無
事
な
る
こ
と
判
明
せ
り
。
し
た
が
っ
て
我
軍
は

　
　
何
等
の
損
害
も
な
し
。

　
2
　
解
決
条
件
と
し
て
旅
団
は
日
本
軍
の
演
習
を
害
し
不
法
発
砲
せ
る
は

　
　
皇
軍
に
対
す
る
最
大
の
侮
恥
な
る
を
以
て
…
…

と
あ
る
。
こ
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
牟
田
口
に
あ
っ
て
も
B
↓
A
の
転
化
が

あ
っ
た
と
い
う
推
定
も
十
分
に
な
り
た
つ
の
で
は
な
い
か
。

　
評
者
は
か
っ
て
安
井
三
吉
『
盧
溝
橋
事
件
』
の
書
評
（
『
歴
史
学
研
究
』

六
六
六
号
）
で
、

　
　
特
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
一
発
」
問
題
と

　
「
兵
～
名
行
方
不
明
」
問
題
と
の
関
連
で
あ
る
。
実
は
小
著
『
盧
溝
橋
事

　
件
』
は
、
資
料
的
に
は
何
の
匿
新
し
さ
も
な
い
が
、
従
来
の
文
献
で
は
必

　
ず
し
も
明
瞭
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
両
問
題
の
検
討
を
は
じ

　
め
て
検
討
し
た
点
に
さ
さ
や
か
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
も
の
と
自
認
し
て

　
い
る
。
著
者
は
…
…
小
著
と
ほ
ぼ
岡
一
の
視
角
に
よ
る
精
緻
な
分
析
を
加

　
え
て
い
る
。

と
書
い
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
書
は
な
ぜ
か
立
ち
入
る
の
を
避

け
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
は
皿
の
分
析
・
評
価
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
。
著
者
は
、
前
述

の
よ
う
に
、
評
者
な
ど
の
「
牟
田
口
、
　
木
こ
そ
盧
溝
橋
事
件
拡
大
の
元
凶

と
み
な
す
所
論
」
を
批
判
し
、
「
あ
り
ふ
れ
た
職
業
軍
人
の
本
能
で
あ
り
、

彼
ら
に
一
方
的
な
自
制
を
求
め
る
の
は
酷
に
す
ぎ
よ
う
」
と
弁
護
す
る
。
し

か
も
著
者
は
他
方
で
、
牟
田
口
・
一
木
が
軍
周
囲
か
ら
「
豪
腹
、
勇
猛
の

士
」
と
か
「
闘
士
満
々
の
士
」
と
み
ら
れ
、
事
件
の
処
理
を
左
右
し
た
と
み

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
乎
落
ち
な
く
紹
介
し
て
い
る
、
「
職
業
軍
人
の
本
能
」

に
一
般
化
す
る
の
は
、
情
状
酌
量
の
し
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
著
者
は
「
お
わ
り
に
」
で
、
「
第
｝
発
は
大
そ
れ
た
意
図
を
伴
わ

ぬ
『
孤
立
し
た
～
行
為
』
に
近
か
っ
た
の
だ
が
、
当
事
者
の
反
応
は
違
っ
た
。

そ
れ
で
も
支
那
駐
屯
軍
と
第
二
十
九
軍
の
出
先
同
士
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
偶

発
事
故
と
し
て
局
地
的
に
片
づ
け
る
方
向
へ
進
み
か
け
た
。
し
か
し
中
央
政

庵
レ
ベ
ル
で
は
…
…
」
と
総
括
し
て
い
く
。
「
当
事
者
」
か
ら
第
一
線
は
飛

ば
さ
れ
、
牟
田
口
・
一
木
の
所
為
・
責
任
は
不
問
に
付
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
盧
溝
橋
事
件
の
評
価
は
、
著
者
の
め
ざ
し
た
相
対
化
・
均
等

化
と
い
う
手
法
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
法
は
見
え
な
か
っ

た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
が
、
逆
に
見
え
る
は
ず
の

も
の
が
見
え
に
く
く
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
相
対
化
・
均

等
化
は
日
中
双
方
が
同
じ
地
平
に
立
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
真
に
成
立
し

有
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
評
者
の
本
書
へ
の
主
な
疑
問
な
い
し

異
論
の
今
一
点
は
こ
の
こ
と
に
か
か
わ
る
。

　
山
口
正
之
氏
（
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
）
は
、
犬
丸
義
一
氏
の
質
問
に
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答
え
て
、
「
盧
溝
橋
事
件
で
兵
隊
が
一
人
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
か
、
ど
ち

ら
が
先
に
弾
を
撃
っ
た
か
な
ど
と
い
う
の
は
話
に
も
な
ら
な
い
。
ど
だ
い
そ

こ
に
日
本
の
軍
隊
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
ん
だ
か
ら
。
…
…
盧
溝

橋
事
件
は
お
こ
る
べ
く
し
て
お
こ
っ
た
」
と
い
う
（
「
反
戦
・
平
和
に
生
き

る
」
明
季
刊
中
国
』
　
一
九
九
七
年
夏
季
号
）
。
評
者
は
こ
の
よ
う
な
本
質
顕
現

史
観
な
い
し
帝
国
主
義
侵
略
必
然
論
に
与
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
で
き
な
い
。

し
か
し
、
「
土
肥
原
・
秦
徳
純
協
定
と
か
、
蒙
彊
…
…
に
お
け
る
国
民
党
勢

力
の
排
除
工
作
が
着
々
と
進
行
し
て
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て
盧
溝
橋
事
件
が

起
こ
っ
た
。
で
す
か
ら
、
だ
れ
が
先
に
発
砲
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史

の
記
述
と
し
て
は
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
事
件
の
性
格
を
決
定
す
る
決
定
的

原
因
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
石
堂
清
倫
氏
の
発
言
（
座
談
会
「
満

鉄
と
日
中
戦
争
」
『
世
界
』
一
九
九
七
年
八
月
号
）
、
あ
る
い
は
「
確
か
に
最

初
の
～
発
が
ど
こ
か
ら
来
た
か
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
…
…

一
発
で
も
あ
っ
た
ら
必
ず
戦
争
に
な
る
、
偶
発
は
必
発
に
な
る
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
」
と
い
う
野
村
浩
一
氏
の
発
雷
（
座
談
会
「
世
界
戦
争
の
な
か
の

日
中
戦
争
」
『
世
界
』
　
一
九
九
七
年
七
月
号
）
に
は
、
共
鳴
な
い
し
共
感
を

禁
じ
え
な
い
。

　
す
で
に
満
州
事
変
と
華
北
分
離
工
作
を
通
じ
日
中
間
に
は
侵
略
と
被
侵
略

と
い
う
深
い
落
差
が
作
ら
れ
て
い
た
。
中
国
は
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て

い
た
。
こ
の
落
差
・
ハ
ン
デ
ィ
を
計
量
の
外
に
お
き
、
両
者
を
相
対
化
し
、

双
方
の
「
不
信
」
「
誤
錦
」
を
均
等
に
扱
う
の
は
、
か
え
っ
て
問
題
の
焦
点

を
拡
散
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
評
者
は
こ
の
よ
う
な
異
論
な
い
し
疑
問
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
「
事
実
経
過

の
復
元
を
果
」
し
た
本
書
の
成
果
に
、
「
研
究
仲
間
」
の
…
人
と
し
て
、
重

ね
て
賛
辞
を
お
く
る
と
と
も
に
、
事
件
六
〇
周
年
を
飾
る
日
本
に
お
け
る
こ

の
学
術
貢
献
が
中
国
・
台
湾
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
、
刮
差
し

て
見
届
け
た
い
。

　
（
A
5
判
　
X
＋
四
一
九
＋
九
頁
　
一
九
九
六
年
＝
一
月
　
東
京
大
学
出
版
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
四
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
大
轡
†
法
嵩
子
部
教
授
　
　
々
彊
｛
山
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